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武藤正敏特命全権大使（中央）と親善大使 

 

「届けたい！日本の元気。韓国の友情。」 

～KOREA 東北親善大使派遣事業～ 
 

ソウル事務所 

 

１ 目的 

 クレアソウルでは、韓国外国語大学日本学部と連携・協力し、韓国の学生６名を「KOREA

東北親善大使」として、被災地３県（北チーム：宮城、岩手 南チーム：宮城、福島）に

派遣します（日程：2012 年２月 14 日～19 日）。この事業では、韓国の学生の目と心で、

「日本の元気」や「東北の魅力や楽しさ」を見て感じて、彼らの言葉で韓国へ情報発信（SNS

活用など）します（他にアシアナ航空 HP、観光新聞などで発信を予定）。学生による若者

世代への「口コミ」を通じて元気な日本の姿を伝えることで、日本への観光客数の回復等

への足掛かりとなることを期待しています。 

 

２ KOREA 東北親善大使委嘱式 

 学生たちの派遣に先立ち、2012 年２月８日（水）にソウル事務所において委嘱式を開

催しました。式では、安本俊夫ソウル事務所長から、学生たちに向けて「被災地の自治体

にとって、観光に来てくれることこそが一

番の復興支援です。今回派遣される皆さん

には、実際に見て感じた『日本の元気や魅

力』、そして『楽しさ』を、皆さんの視点で、

韓国の方々に伝えていただきたい。」という

メッセージとともに、学生一人一人に委嘱

状を手渡しました。続いて、学生から「自

分の目で見た元気な日本の姿を韓国に伝え

たいと思います。」と力強い決意表明があり

ました。 

 

３ 駐大韓民国特命全権大使表敬 

 委嘱式のあと、学生たちは在大韓民国日

本大使館を訪問し、武藤正敏駐大韓民国特

命全権大使を表敬しました。武藤大使は、

「震災後、韓国の方々からは多くの支援と

暖かい言葉をいただきました。これからの

本当の支援は多くの人が東北地方を観光し、

激励することです。若い皆さんが見たもの、

聞いたものをそのまま伝えてほしいと思い

ます。」と学生たちを激励されました。 

 

委嘱式にて（委嘱状を持った親善大使の学生） 
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４ 今後の日程（予定） 

 北チーム(宮城・岩手) 南チーム（宮城・福島） 

２月 14 日 

（火） 

共通日程  

・韓国（仁川空港）⇒日本（仙台空港）  

・仙台市内（東北大学の留学生等との意見交換、交流）  

２日 15 日 

（水） 

共通日程  

・被災地南三陸町訪問（防災センター、ホテル観洋、オクトパス君作成現場、仮設商店街） 

・語り部の話を聞く  

・石巻市「道の駅上品の郷」訪問 

２月 16 日 

（木） 

・観光地訪問（岩手県） 

猊鼻渓、平泉中尊寺など 

・観光地訪問（福島県） 

 ｱｸｱﾏﾘﾝふくしま、ﾊﾜｲｱﾝｽﾞなど 

・いわき市長表敬訪問 

２月 17 日 

（金） 

・観光地訪問（宮城県） 

塩釜、松島、瑞巌寺など 

・観光地訪問（福島県） 

 鶴ヶ城など 

・会津若松市表敬訪問 

２月 18 日 

（土） 

・観光地訪問（宮城県） 

鳴子温泉 

・観光地訪問（福島県） 

大内宿、喜多方 

２月 19 日 

（日） 

共通日程  

・日本（仙台空港）⇒韓国（仁川空港） 

 

【KOREA 東北親善大使派遣事業プロジェクトチーム】 

川村祥生（富山県派遣）、小椋 大（宮崎市派遣） 

松﨑謙二（松山市派遣）、上田将章（鳥取県派遣） 

 

【参考】報道（2012 年２月９日現在） 

NHK http://www3.nhk.or.jp/news/html/20120209/k10015891841000.html 
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テレビ朝日 http://www.tv-asahi.co.jp/ann/news/web/html/220208064.html 

 

 

共同通信 http://www.47news.jp/korean/korean_peninsula/2012/02/034757.html 

◎東北３県に韓国人学生派遣 口コミ情報で観光回復狙う  

【ソウル共同】日本の元気と魅力を

韓国に伝え、韓国人の友情を日本に

知らせたい韓国外国語大（ソウル）

の日本学部の学生と大学院生の男女

計６人が８日、「KOREA 東北親善大

使」を委嘱され、14～19 日に東日

本大震災からの復興に励む岩手、宮

城、福島の３県を訪問することにな

った。 

 親善大使は、日本の自治体国際化

協会ソウル事務所が委嘱。現地での

体験や感じたことを短文投稿サイト

「ツイッター」や交流サイトのフェ

イスブックを通じた「口コミ」で韓

国人に伝え、震災と東京電力福島第

１原発事故で打撃を受けた観光の回

復に一役買ってもらうのが狙いだ。 

http://www.tv-asahi.co.jp/ann/news/web/html/220208064.html
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 計画では、６人は仙台市で東北大の学生と交流。被災した宮城県南三陸町などを視察し、

被災者から話を聴く。岩手県平泉町や宮城県塩釜市、福島県いわき市、会津若松市なども

訪れる。 

 武藤正敏（むとう・まさとし）駐韓日本大使らが６人を激励。２年生の金曙〓（日 

ヘンに景）（キム・ソギョン）さん（20）は「日本に行くのは初めて。日常をありのまま

に感じたい」と話していた。 

 日本政府観光局によると、原発事故後に急減した日本への外国人旅行者数は、昨年 12

月には前年同月比 11.7％減の 57 万 2,300 人にまで回復したものの、韓国人旅行者は同

30.1％減の 14 万 1,600 人にとどまっている。 

 


